
中山間地域における介護サービスの利用変化類型と地域特性との関連

1.研究の目的

過疎化と高齢化が極端に進行した中山間地域では、その採算性の低さから介護サービス事業所の参入

が少なく、在宅介護サービス基盤の脆弱さと施設依存の高さが指摘されている。本研究では、中山間地

域の1保険者において要介護高齢者が利用している介護サービスの組み合わせ(サービス・パッケージ)

の経年的な変化を把握し、地域特性による介護サービス利用の相違と課題を検討した。

2.方法

高知県A町において、高知県国民健康保険団体連合会の「保険者向け給付実績情報(1110000.CSV)」

と保険者の「介護保険認定データ」に基づいて、 2006年4月から2009年8月まで(44ケ月間)の介護

給付の実績を収集した。データ収集に際しては、日本福祉大学福祉政策評価センターの「マスキングソ

フト」と殊合付分析ソフト2008」を用いた。ここでは,時点を半年ごと(8 時点)に区切り、 2006年4

月時点で介護サービスを利用していた 224 名について分析した。本分析では、クラスター分析(ward

法、平方ユークリッド距高隹)を用いて、個々人の各時点でのサービス・パッケージ(訪問系のみ、通所

系のみ、訪問系十通所系等、施設、入院、未利用、死亡・転出のフカテゴリー)の主要な変化を類型化

した。その上で、主要な変化パターンと居住地域、および、介護費用との関連を分析した。居住地域に

ついては、行政職員の協力を得て、当該地域を「平野部」「中間」「山間部」に分類した。
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3.結果

分析の結果、当該地域における介護サービス利

用者の3年半の主要な変化は、既入所死亡型、施

設移行死亡型、施設継続型、施設移行型、在宅継

続型という5類型に整理された。居住地域との関

連においては、平野部や中間地域では、「在宅継

続型」と「施設移行死亡型」がやや多く、山間部

2 2 4 0 )

320)

1 8 2 6 )

では「施設継続型」と「施設移行型」がやや多い傾向にあることが示唆された。また、類型別に各時点

での介護費用総額をみると、施設移行型と在宅継続型は時間の経過にっれて増額傾向にあるものの、施

設継続型の費用が圧倒的に高いことが確認された。

4.結
^

県内全域が中山間地域に該当する高知県のなかでも、居住地域によって利用できる介護サービスの資

源が異なるため、経年的にみた個々人の利用変化においても地域間で相違があることが示唆された。と

りわけ、保険者の介護費用の膨張を検討する際には、山間部で比較的多い「施設継続型」への対応が重

要であり、そうした地域での在宅介護サービスの基盤整備の必要性が改めて確認されたといえる。

なお,本データの収集および加工作業は、研究メンバーの藤田欽也佃本福祉大学福祉政策評価センター)氏が行った。
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